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ヘッドライン　化学と社会をつなぐ
　科学技術が発展し，その恩恵が社会に還元されるには，専門家だけでなく，専門外の一般
市民の理解を得ることが重要である。現在，インターネットを利用して専門外の人々がこの
ような科学技術情報に比較的容易に触れられるようになった反面，誤った情報も氾濫してお
り，一般市民が自力で適切な情報を入手し，理解するには相応の科学技術リテラシーが求め
られる。そのような中，専門家の間だけでなく，広く一般市民にも科学技術を正しく，わか
りやすく伝えるサイエンス（科学技術）コミュニケーションの重要性が注目され，我が国で
も 2000 年代初頭より多様なサイエンスコミュニケーション活動やそのための人材養成など
様々な取り組みが行われている。本ヘッドラインでは，科学を広く社会に伝えることの重要
性やその意義，実践例などについて解説・紹介する。
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次号ヘッドライン 化学研究における機械学習の活用

　右側に写っているのは，本校卒業生・大村智先生が 2015 年にノーベル生理学医
学賞受賞の記念碑です。サッカー元日本代表の中田英寿さんをはじめ，多くのアス
リートも輩出している山梨県立韮崎高等学校は，運動部，文化部の大会に近隣の住
民も応援に来るほど地域に愛された学校で，「百折不撓」の校訓の下，今も変わら
ず文武両道に励んでいます。SSH指定校となってからはさらに世界で活躍できる
人材の育成を目指し，日々取り組んでいます。

表紙の言葉　山梨県立韮崎高等学校


